
愛知県労働組合総連合

（１） 愛 労 連

あ
る
交
流
会
で
「
プ

ロ
は
す
ご
い
ね
」
と

い
う
話
題
に
な
っ

た
。
介
護
施
設
の
高
齢
者
ケ

ア
、
一
人
夜
勤
で
同
時
に
複

数
か
ら
コ
ー
ル
が
鳴
っ
た
時

に
優
先
順
位
を
ど
う
す
る

か
。
ね
た
き
り
の
人
と
自
力

で
動
け
る
人
、
あ
な
た
な
ら

ど
ち
ら
の
部
屋
へ
先
に
行
く

か
？
▼
ふ
つ
う
は
不
自
由
な

方
が
先
で
し
ょ
、
と
あ
る
人

が
答
え
た
。
し
か
し
介
護
職

の
仲
間
は
「
自
分
で
動
け
る

人
が
先
で
す
。
動
け
る
人
は

ベ
ッ
ド
か
ら
転
倒
す
る
危
険

性
が
高
い
の
で
、
す
ぐ
行
き

ま
す
」
▼
プ
ロ
は
素
人
に
な

い
眼
と
知
恵
を
も
っ
て
い

る
、
と
改
め
て
感
心
す
る
。

声
か
け
も
夜
中
起
き
だ
し
た

高
齢
者
に
「
ど
う
し
ま
し

た
？
」
だ
と
、
本
人
は
目
が

覚
め
た
だ
け
で
も
色
々
説
明

を
し
な
い
と
い
け
な
い
。
だ

か
ら
「
大
丈
夫
で
す
か
？
」

と
異
常
な
い
か
確
認
す
る
と

言
う
。
声
か
け
一
つ
に
も
知

恵
が
生
き
る
▼
入
所
施
設
は

一
人
夜
勤
が
圧
倒
的
に
多

い
。
入
所
者
の
命
を
預
か

り
、
一
人
で
瞬
時
に
判
断
を

求
め
ら
れ
る
夜
勤
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
半
端
で
は
な
い
。

夜
間
は
徘
徊
も
多
く
、
気
が

抜
け
ず
休
憩
も
ほ
ぼ
と
れ
な

い
▼
介
護
職
の
仲
間
に
話
を

聞
く
と
、
厳
し
い
勤
務
だ
が

や
り
が
い
が
あ
る
、
人
生
の

先
輩
に
教
え
ら
れ
自
分
も
成

長
で
き
る
、
な
ど
高
齢
者
と

接
し
ケ
ア
す
る
喜
び
が
口
か

ら
つ
い
て
出
る
▼
素
晴
ら
し

い
仕
事
だ
か
ら
低
賃
金
で
も

ガ
マ
ン
し
ろ
、
と
い
う
「
や

り
が
い
搾
取
」
は
も
う
ご
め

ん
だ
。
プ
ロ
と
し
て
介
護
職

の
夜
勤
や
働
く
環
境
を
す
ぐ

に
改
善
さ
せ
よ
う
。（
Ｋ
）
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 愛労連第57回臨時大会
■と　き　1月28日(日)
　　　　　9:30受付　1０:00開会
■ところ　蒲郡市勤労福祉会館
　　　　　　（蒲郡市神明町18番4号）

新年もよろしくお願いします

国
道
を
維
持
管
理
、
生
活
を
足
下
か
ら
支
え

国
道
を
維
持
管
理
、 生
活
を
足
下
か
ら
支
え
るる

　
国
土
の
総
合
的
か
つ
体
系
的

な
利
用
、
開
発
お
よ
び
保
全
、

そ
の
た
め
の
社
会
資
本
の
整
合

的
な
整
備
、
交
通
政
策
の
推

進
、
気
象
業
務
の
発
展
並
び
に

海
上
の
安
全
お
よ
び
治
安
の
確

保
な
ど
を
担
う
官
庁
で
あ
る
国

住
民
や
一
般
通
行
者
の
た
め
　
　

安
全
管
理
は
最
も
重
視

工
事
の
監
督
業
務
は
国

工
事
の
監
督
業
務
は
国
交交

省
の
職
員
が
対

省
の
職
員
が
対
応応

　
工
事
は
建
設
業
者
が
中
心
と

な
っ
て
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
す

が
、
現
場
の
監
督
は
国
土
交
通

省
の
職
員
が
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
国
道
を
管
理
し
て
い
る
名

古
屋
国
道
事
務
所
に
は
県
内
７

つ
の
出
張
所
が
あ
り
、
こ
れ
ら

の
出
張
所
か
ら
監
督
職
員
が
現

場
に
立
ち
会
い
、
工
事
の
進
捗

状
況
や
安
全
面
に
不
備
は
な
い

か
監
督
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
現
場
を
管
理
し
て
い

る
名
古
屋
国
道
事
務
所
名
古
屋

国
道
維
持
第
三
出
張
所
出
張
所

長
の
井
上
重
人
さ
ん
は
、「
今

回
の
よ
う
な
工
事
で
は
作
業
し

て
い
る
最
中
も
一
般
の
人
々
が

通
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況

で
事
故
が
起
き
て
し
ま
う
と
現

場
の
作
業
員
だ
け
で
な
く
、
一

般
通
行
者
に
も
被
害
が
及
ん
で

し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い

国
民
の
安
全
の
た
め
に

継
続
的
な
新
規
採
用
の
増
員
を

名古屋市緑区国道23号
線有松インター付近の
現場㊤、上部工断面修
復。コンクリート内部
の鉄筋が酸化し膨張す
る事でコンクリートが剥がれてしまっている㊨。
耐久性が低下するため早めの処置が必要。

よ
う
に
安
全
管
理
に
は
最
も
気

を
遣
っ
て
い
ま
す
」
と
言
い
ま

す
。
　
監
督
職
員
は
管
理
す
る
区
域

内
で
工
事
が
並
行
し
て
お
こ
な

わ
れ
て
い
る
た
め
、
複
数
の
現

場
で
立
ち
会
い
、
監
督
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
監
督
の
他
に
も

管
轄
す
る
国
道
の
パ
ト
ロ
ー

ル
、
住
民
か
ら
の
相
談
や
各
種

申
請
を
受
け
る
窓
口
業
務
な
ど

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
０
年
の
中
央
省
庁
改

革
以
降
、
急
激
に
国
家
公
務
員

の
定
員
削
減
が
進
み
ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
で
は
、
２
０
０

０
年
度
に
は
約
４
万
９
０
０
０

人
い
た
職
員
が
２
０
１
２
年
度

に
は
約
４
万
１
０
０
０
人
に
ま

で
減
少
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
当

時
の
民
主
党
政
権
下
で
の
新
規

採
用
抑
制
政
策
で
、
係
長
に
な

れ
る
年
代
の
　
代
後
半
か
ら
　

20

30

代
前
半
の
職
員
が
極
端
に
少
な

く
、
中
部
地
方
整
備
局
内
（
東

海
４
県
と
長
野
の
一
部
）
で
は

１
６
７
の
係
長
ポ
ス
ト
が
空
席

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
規
採
用
は
再
開
さ
れ
ま
し

た
が
、
直
ち
に
ポ
ス
ト
を
埋
め

る
こ
と
は
で
き
ず
、
継
続
的
に

新
規
採
用
を
増
や
す
こ
と
が
必

要
で
す
。
青
山
浩
さ
ん
は
、

「
国
民
の
安
全
・
安
心
を
守

る
、
そ
ん
な
国
土
交
通
行
政
を

進
め
る
た
め
に
は
人
員
の
確
保

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
」
と
増
員
の

必
要
性
を
訴
え
ま
す
。

人
員
拡
充
の
た
め
署
名

人
員
拡
充
の
た
め
署
名
やや

議
員
要
請
に
も
と
り
く

議
員
要
請
に
も
と
り
く
むむ

　
国
交
労
組
で
は
人
員
拡
充
を

求
め
、
建
交
労
な
ど
の
建
設
産

別
と
共
同
で
生
活
関
連
公
共
事

業
推
進
連
絡
会
議
を
組
織
し
、

請
願
署
名
や
議
員
要
請
に
と
り

く
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
月
の
「
1
の
日
宣

伝
」
な
ど
の
街
頭
宣
伝
行
動
に

も
と
り
く
み
、
公
務
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
、
国
家
公
務
員
全

体
の
人
員
拡
充
を
社
会
に
も
訴

え
て
い
き
ま
す
。

国民生活国民生活のの
安全・安安全・安心心 私たちが守ります私たちが守ります！！

土
交
通
省
。
私
た
ち
の
生
活
に

身
近
な
も
の
と
し
て
は
国
道
の

管
理
が
あ
り
ま
す
。

橋
梁
の
補
修
だ
け
で
な

橋
梁
の
補
修
だ
け
で
な
くく

耐
震
強
化
の
補
強

耐
震
強
化
の
補
強
もも

　
現
在
、
名
古
屋
市
緑
区
の
国

道
　
号
線
有
松
イ
ン
タ
ー
付
近

23
で
は
橋
梁
（
き
ょ
う
り
ょ
う
）

の
補
修
工
事
や
耐
震
強
化
の
た

め
の
補
強
工
事
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
橋
梁
と
は
、
河
川

な
ど
に
架
け
る
道
路
や
鉄
道
を

通
す
た
め
の
橋
を
言
い
ま
す
。

今
回
の
工
事
は
　
年
の
４
月
か

17

ら
着
手
さ
れ
、　

年
の
３
月
頃

18

に
完
了
予
定
で
す
。

　
橋
梁
は
５
年
に
一
度
点
検
さ

れ
、
補
修
が
必
要
な
箇
所
を
見

つ
け
て
次
の
点
検
ま
で
の
５
年

の
う
ち
に
修
復
工
事
を
お
こ
な

い
ま
す
。
点
検
に
つ
い
て
の
調

査
や
補
修
の
設
計
は
、
民
間
の

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
お
こ

な
い
、
業
者
に
発
注
さ
れ
工
事

が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。　

愛知国愛 知 国 公公
国土交通労国土交通労組組

　国民生活の安全・安心を守り、公共
サービス向上のために働く国家公務員
の職場は様々な業種があります。 愛知
国公 （愛知県国家公務関連労働組合共
闘会議） の国土交通労組におじゃまし、
国交労組東海建設支部執行副委員長の
青山浩さんにお話しを伺いました。
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■ヨコのカギ

①……疑惑　蕎麦ではありません

⑤共謀罪で警察が市民を……

⑦オレンジやレモンもこの仲間です

⑧「変身」

⑨知り合い

⑫金魚の王様といえば

⑭……抜き

⑯陰　←→　……

⑱人形になったり、天ぷらになったり

⑲船を数える

⑳……蜂取らず

外国にものを売る

帰り道

長時間労働でなることもある

破るためにある

■
タ
テ
の
カ
ギ

①
コ
ー
ヒ
ー
の
種
類

②
車
に
は
ね
ら
れ
た

③
冬
の
味
覚

④
こ
れ
の
あ
る
車
は
リ
コ
ー
ル
の

　
対
象

⑤
ミ
ミ
ズ
に
似
た
寄
生
虫

⑥
非
常
に
難
し
い

⑩
恵
み
の
雨

⑪
年
次
有
給
休
暇
は
こ
う
す
る
だ

　
け
で
使
用
者
の
許
可
は
い
ら
な

　
い

⑬
鱗
翅
（
り
ん
し
）
類
の
昆
虫

⑮
質
が
悪
い

⑰
こ
の
協
定
が
な
い
残
業
は
犯
罪

　
で
あ
る

⑲
人
の
話
を
素
早
く
記
録
す
る

⑳
わ
ら
び
は
ぬ
か
な
い
と
食
べ
ら

　
れ
な
い


笑
う
門
に
来
る

 【解き方】 二重枠のAからOの15文字を順

に並べてできる言葉は？

ヒント：3千万署名を成功させよう

【前号のクイズの答え】　前号293号（12月号）のク

ロスワードパズルの答えは「フユジタク（冬支度）」で

した。正解者の中から抽選で右記の10名の方に図書

カードをお送りします。

新春クロスワードパズル ※
ハ
ガ
キ
に
答
え
、
住
所
、
氏
名
、
組
合
名
と
近
況
か
紙
面
に
対
す
る
感
想
・

意
見
な
ど
を
記
入
の
上
、
1
月
4
日
ま
で
に
愛
労
連
ク
イ
ズ
係
（
〒
4
5
6

―
0
0
0
6
　
名
古
屋
市
熱
田
区
沢
下
町
9
―
7
労
働
会
館
東
館
3
F
　

愛
労
連
宛
）
ま
で
応
募
下
さ
い
。
い
た
だ
い
た
中
か
ら
近
況
や
感
想
・
氏
名
・

組
合
名
を
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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◆
　
月
号
の
パ
ズ
ル
当
選
者

12
天
野
　
栄
　
　
　（
名
古
屋
市
職
労
）

池
野
谷
　
正
美
　（
全
国
税
）

市
橋
　
哲
太
　
　（
全
労
働
）

岡
田
　
尚
　
　
　（
愛
高
教
）

岡
野
　
智
恵
子
　（
名
古
屋
市
職
労
）

木
田
　
順
子
　
　（
名
古
屋
市
職
労
）

武
田
　
節
　
　
　（
年
金
者
組
合
）

戸
田
　
美
和
子
　（
名
古
屋
市
職
労
）

宮
城
　
崇
　
　
　（
全
厚
生
）

山
下
　
信
子
　
　（
建
交
労
）

　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

みんなのとりくみ
お寄せください

T
o
p
ic

T
o
p
ic
ss

　共済活動の強化と実務担当

者の育成をはかるため、共済

学校を11月25日に開催し、27

人が参加しました。

　記念講演には、全労連共済

会の佐久間専務理事を招き、

共済をひろげることの意義と

同時に、来年4月からとりく

む火災共済拡大キャンペーン

内容や自転車保険から新たな

制度となる個人賠償責任保険

について詳しく学びました。

　佐久間氏は、共済拡大の意

義について「アベノミクスの

もとで労働者の実質賃金が下

がり、消費支出の減少が続い

ている。営利を目的とせず安

い掛け金で有利な保障ができ

る共済は家計の節約となり

『第二の賃上げ』です」「たす

け愛の力をみんなに届けよ

う」とよびかけました。

　名古屋市では、条例によっ

て今年10月から自転車保険等

への加入が義務化されてお

り、値段も安くなり加入しや

すくなった個人賠償責任保険

を大きく広げていきます。

共済は家計の節約につながる 『第二の賃上げ』

資 雌賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜

資 雌賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜賜

NO.9
愛知共済会

はたらく女性の愛知県集会で日本人女
性の働き方について、 アメリカやイギ
リスと比較した実態を学び交流した

11/11

わくわく講座閉講式に23人（うち受
講生11人）が参加。全労連の小田川
議長の講義後、班討論で深め合った

11/12

青年協総会に35人が参加。各単産・
地域の活動や青年協への要望などを討
論し、新年度に向け意思統一した

11/19

稲
嶺
市
長
の
三
選
実
現
で

辺
野
古
の
基
地
建
設
を
止
め
よ
う

沖縄沖縄県県
名護市名護市長長
選選挙挙

誤
解
の
多
い
沖
縄
の
実

誤
解
の
多
い
沖
縄
の
実
態態

　
沖
縄
県
に
は
　
の
米
軍
専
用

31

施
設
が
あ
り
、
沖
縄
本
島
の
約

　
％
の
面
積
を
占
め
て
い
ま

15す
。
そ
の
規
模
は
東
京
　
区
の

23

う
ち
　
区
を
覆
う
広
大
な
も
の

13

で
す
。
戦
後
、
本
土
復
帰
ま
で

　
年
に
わ
た
り
米
軍
の
施
政
権
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下
に
お
か
れ
る
中
、
武
装
兵
が

住
民
を
追
い
出
し
「
銃
剣
と
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
」
で
新
た
な
基
地

を
造
っ
て
い
き
ま
し
た
。
基
地

と
と
も
に
生
き
て
き
た
歴
史
か

ら
、「
基
地
が
な
く
な
っ
た
ら

沖
縄
の
経
済
が
悪
化
す
る
の
で

は
？
」
と
少
な
く
な
い
国
民
が

感
じ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
実

際
は
、
基
地
が
整
理
縮
小
さ
れ

辺野古の米軍基地との境には全国
から寄せられた檄布が広がる㊤、
しかし、フェンスの奥では工事が
粛々と進む㊥。米軍基地の疑問を
解説した沖縄県発行の冊子㊧

た
土
地
は
ス
ー
パ
ー
や
病
院
、

商
業
施
設
等
に
変
わ
り
、
観
光

地
と
し
て
も
発
展
し
て
い
ま

す
。
県
の
振
興
計
画
の
下
、
就

業
者
数
は
増
加
し
、
観
光
、
情

報
通
信
産
業
等
の
成
長
で
基
地

関
連
収
入
は
県
民
総
所
得
の
６

％
に
も
満
た
な
い
状
況
で
す
。

　
こ
の
間
、
名
護
市
・
辺
野
古

の
新
基
地
建
設
に
つ
い
て
は
、

翁
長
県
知
事
、
稲
嶺
名
護
市
長

ら
が
先
頭
に
た
っ
て
反
対
し
て

き
ま
し
た
。
基
地
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
県
が
発
行
す
る
冊
子

に
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て

お
り
、〝
疑
問
〟
を
解
い
て
欲
し

い
と
発
信
し
て
い
ま
す
。

国
の
暴
挙
は
許
さ
な
い

国
の
暴
挙
は
許
さ
な
い
……

不
屈
の
精
神

不
屈
の
精
神
でで

　
２
０
１
８
年
２
月
４
日
投
票

で
名
護
市
長
選
挙

が
た
た
か
わ
れ
ま

す
。
稲
嶺
市
長
は

三
選
を
め
ざ
し
、

「
必
ず
勝
利
し
、

基
地
建
設
を
ス
ト

ッ
プ
さ
せ
る
」
と

決
意
を
述
べ
て
い
ま
す
。
相
手

候
補
は
出
馬
表
明
後
、
新
基
地

に
つ
い
て
の
態
度
を
封
印
し
始

め
、「
新
基
地
問
題
」
を
争
点
化

さ
せ
な
い
姿
勢
で
す
。

　
愛
労
連
は
こ
の
た
た
か
い
に

勝
利
し
、
の
ち
に
続
く
那
覇
市

長
選
挙
、
沖
縄
県
知
事
選
挙
に

つ
な
げ
る
た
め
、
カ
ン
パ
や
選

挙
支
援
の
派
遣
（
１
月
下
旬
お

よ
び
２
月
上
旬
予
定
）
を
お
こ

な
い
ま
す
。

　
か
つ
て
、
米
軍
に
対
し
、

「
不
屈
」
の
精
神
で
立
ち
は
だ

か
っ
た
瀬
長
亀
次
郎
氏
（
元
衆

議
院
議
員
）
の
よ
う
に
、
国
の

暴
挙
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。

■
　
月
は
『
過
労
死
防
止
啓
発

11
月
間
』
で
し
た
。
愛
知
働
く
も

の
の
命
と
健
康
を
守
る
セ
ン
タ

ー
（
健
康
セ
ン
タ
ー
）
は
、　23

日
の
勤
労
感
謝
の
日
に
、
愛
知

県
下
３
ヵ
所
で
『
過
労
死
等
い

の
ち
と
健
康
電
話
相
談
』
を
行

い
ま
し
た
。
過
労
死
問
題
、
労

働
相
談
な
ど
　
件
の
相
談
が
寄

21

せ
ら
れ
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｃ

Ｂ
Ｃ
な
ど
で
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
私
も
少
し
お
手
伝
い
を
し

ま
し
た
。（
渥
美
俊
雄
・
ロ
ー

カ
ル
ユ
ニ
オ
ン
）

■
浅
田
薫
の
文
化
の
薫
り
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
紹
介
の

あ
っ
た
「
夜
明
け
の
祈
り
」、
私

も
ミ
リ
オ
ン
座
で
観
ま
し
た
。

（
市
川
浩
・
全
労
働
）

■
〝
憲
法
九
条
を
守
ろ
う
〟
愛

労
連
の
３
０
０
０
万
署
名
の
記

事
を
読
み
、
私
も
土
曜
日
に
署

名
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。（
戸
田
美
和
子
・
名
古

屋
市
職
労
）

■
こ
こ
数
年
で
非
正
規
雇
用
の

方
と
働
く
機
会
が
増
え
ま
し

た
。
正
規
職
員
を
目
指
す
人
も

い
ま
す
が
、
そ
の
道
は
狭
き
門

で
、
待
遇
、
雇
用
面
で
安
心
で

き
る
職
場
づ
く
り
が
急
務
だ
と

感
じ
ま
す
。（
宮
城
崇
・
全
厚

生
）

■
新
し
い
分
会
が
で
き
、
う
れ

し
く
思
う
反
面
、
各
職
場
の
厳

し
さ
に
悲
し
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
仲
間
を
増
や
し
、
福

祉
・
保
育
労
働
者
が
ま
っ
と
う

な
は
た
ら
き
方
に
な
る
よ
う
に

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
五
十
川
薫
・
福
保
労
）

■
（
労
働
基
準
監
督
署
の
）
是

正
勧
告
に
従
わ
ず
求
人
停
止
。

も
っ
と
厳
し
い
処
分
の
で
き
る

制
度
が
必
要
だ
と
思
う
。（
市

橋
哲
太
・
全
労
働
）

■
　
月
下
旬
、
姉
と
友
人
と
３

10
人
で
ト
ル
コ
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。
歴
史
と
自
然
を
感
じ
る
旅

で
し
た
。
地
図
を
見
な
が
ら
、

あ
ま
り
得
意
で
な
い
英
語
で
そ

の
辺
の
人
に
聞
き
な
が
ら
歩
い

■
東
海
法
労

執
行
委
員
長
　
土
肥
祐
／
副
執

行
委
員
長
　
山
谷
和
大
／
同
　

長
尾
忠
昭
／
書
記
長
　
熊
谷
茂

樹■
瑞
穂
区
労
連

議
長
（
未
定
）
／
副
議
長
　
加

藤
ゆ
う
子
／
事
務
局
長
　
松
木

亮
太
／
事
務
局
次
長
　
関
久
一

■
尾
東
労
連

議
長
　
加
藤
徹
／
副
議
長
　
渡

邊
一
／
同
　
堀
勝
／
事
務
局
長

　
甲
斐
雄
彦

■
天
白
地
域
セ
ン
タ
ー

議
長
　
佐
藤
慎
祐
／
副
議
長
　

原
伸
良
　
同
　
山
中
亮
二
／
事

務
局
長
　
村
瀬
貢

た
の
が
楽
し
か
っ
た
！
（
山
下

信
子
・
建
交
労
）

■
人
員
削
減
と
組
織
改
悪
編
成

の
波
が
押
し
よ
せ
て
い
ま
す
。

（
木
田
順
子
・
名
古
屋
市
職
労
）

瀬長氏の資料を保管する 「不
屈館」。 館長で実娘の内村さん

◆
お
詫
び
と
訂
正

　
愛
労
連
新
聞
２
９
３
号
４
面
の

「
な
か
が
わ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

の
文
中
で
「
カ
レ
ー
ラ
ー
メ
ン
」

と
あ
っ
た
の
は
「
カ
レ
ー
め
ん
」

の
間
違
い
で
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

愛知県労働委員会の委員の任命が連合
独占の 「偏向行政」 であることに対して
三の丸で宣伝し抗議の要請を行った
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